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1.はじめに

阿蘇山周辺は､今日､日本で最大の草原が見られる地域である｡その草原は､8世紀の初めに成

立した 『日本書紀』の記述から､既にその当時から存在していたものと考えられるが､その草原の

起源がどこまで遡るのかについてはまだよく分かっていない｡

一方､阿蘇などの草原地域に見られる黒色土 (黒ボク土)は､かつては単に火山灰土の一種と考

えられていたが､そこに含まれる植物珪酸体分析などから､それは草原的植生下で長い年月をかけ

て生成されてきたことがしだいに明らかになってきている (鳥居,2001)｡また､日本の自然条件
下で草原が長期にわたって維持されるためには､なんらかの人為などの圧力が必要であること､ま

た黒色土中に微粒炭が多く含まれることから､その生成の背景には人為または自然的要因により､

草原に繰り返し火が入っていたことが考えられる｡

これらのことを踏まえながら､ここでは､阿蘇外輪山で採取した黒色土を中心とした土壌試料に

含まれる微粒炭の形態､また黒色土最下層の年代などを調べることにより､その草原の起源や歴史

を検討した｡

2.調査地点と採取土壌について

土壌試料採取地は､阿蘇山の北方､阿蘇外輪 三振謹 千丁千一

山の北部に位置し､阿蘇山とその周辺部を見渡

せる観光スポットである大観峰 (遠見ケ鼻)の

北東約500mのところである (図-1)0

その地点における工事法面 (斜度600)の上

棉 (地表部)から､法面に沿って下方170cmま

での土壌試料を5cmごとに34点採取した｡その

ほとんどは黒色土であるが､上端から82cmのと

ころから下に16cmの厚さでアカホヤ火山灰と

見られる赤茶色の土層がある｡ また､その下方､

上端から154cmまでの土層の色は､上部よりも

黒色がやや薄く焦茶色と表現できる色である｡

また､それよりも下方の土の色は薄い茶色であ

る｡
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図-1 試料採取地点 (+印)



3｡ 方法

採取した土壌試料の半分 (偶数番号のもの)について､それぞれ2C皿3を花粉分析に準じた方法で

薬品処理をして微粒炭を抽出した｡その後63pmのメッシュで節い分けをし､節に残った微粒炭を厚
紙上に固定して金属顕微鏡で観察した｡金属顕微鏡の倍率は400倍とし､長さが100〟m以上の微粒炭

について､デジタルカメラで2倍のズームを使用して順次50枚撮影した｡撮影した微粒炭は試料ご

とに形態分類をし､どのようなタイプの微粒炭が各層にあるかを見た｡一方､土壌の年代測定は､

名古屋大学年代測定総合研究センターのタンデトロンAMSにより行った｡

4｡ 結果
各試料に含まれる微粒炭を見ると､下のようなタイプのものが多く見られる (写真-1-4)0

その表面形態からは､その起源植物のほとんどは草本植物と考えられる(小椋,1999;2000;2001)0

また､微粒炭の形態が比較的単純に分類できることから､もとの草本植生は比較的単純なものであ

った可能性が高い｡

写真-1 微粒炭 Type1(800×)

写真-3 微粒炭 Type3(800×)

写真-2 微粒炭 Type2(800×)

写真-4 微粒炭 Type4(800×)

各試料に見られる微粒炭のタイプが､試料ごとにどのような割合で含まれているかをグラフにす

ると図-2のようになる｡このグラフでわかるように､TypelとType2の微粒炭が全層にわたって

大部分を占めるが､10番目の層 (45-50cm)以下ではType2の方が多く､それよりも浅いところで

はTypelの方が多いこと､また6番目の層 (25-30cm)から浅いところではType3もしだいに増え

てくることなどがわかる｡ この微粒炭のタイプの割合が層により変わる原因についてはまだ十分
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図-2 各試料における微粒炭のタイプ別出現頻度

明らかではないが､起源植物種の構成の遠い､燃焼温度の違い､またそれらの複合などの原因が

考えられる｡

一方､微粒炭が多く出現しはじめる下部土層における14C年代は8640±35BPであった｡較正し

た暦年代は7726calBC～7724calBC(1.60/o)､7710calBC～7701calBC(8.0%)､7678calBC～7662cal

BC(15｡lo/o)､7653calBC～7594calBC(75.40/.)[測定番号 :NUTA2-2016]であることから､当該地の草

原植生は､おおよそ1万年前から頻繁に火が入ることにより維持されてきたものと考えられる｡

5｡おわりに

これまで､阿蘇の草原は ｢千年の草原｣と言われてきたが､本研究により｢万年の草原｣であ

る可能性が高くなってきた｡また､もし動物の摂食など､野焼きとは異なる植生への大きな圧力

が黒色土生成の始まる前にあったならば､その起源はさらに遡ることになるかもしれない｡

ただ､ここで見た阿蘇外輪山の微粒炭の起源植物は､そのほとんどが草本植物と考えられるが､

微粒炭の形態は燃焼温度によりある程度変化すると思われることから､ここではまだ起源となる草

本植物種を絞ることはしなかった｡ 微粒炭の起源をもっと詳しく明らかにするために､そのための

基礎研究が今後必要である｡
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●
TheOriginoftheGrasslandofAsoRegion,KyushuJapan,●

byMicroscopicCharcoalAnalysts

dun-ichiOgura*l shin-ichi Yamamoto*2 Akikolkeda*3

*1 FacultyofHumanities,KyotoSeikaUniversity
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ThemorphologyofmicroscoplCCharcoalparticlesincludedinthesoilsamplesobtained

imAs°reg10m,KyushuJapan,wereinvestigated,andtheageofonesoilsamplewasmeasured
●◆

toknowtheorlglnandthehistoryofthegrasslandthere.
●

MicroscopICCharcoalparticleswereextractedfromthesoilsamplesbythemethodwhich

app且iedtopomenanalysiscorrespondingly.50Charcoalparticlesmorethan100microms且omg

fromeachsamplewereobserveduslngindustrialmicroscope.Photographsweretakenwitha

digitalcamera.Omtheotherhand,theageofonesoilsamplewasmeasuredbytheTamdetrom

AMSoFNagoyaUniversityCenterforChronologicalResearch｡
●●

Comseqllently,sincetheorlglnSOfmostmiCroscopICCharcoalparticlescontaimed五meach

samplewereconsideredtobetheherbalplantsandtheformscouldbeclassifiedsimply,紬

seemedthatcomparativelysimpleherbalvegetationhadcontinuedforlongperiod｡Onthe

o仙erhand,since軸eageinthesoilsampleofthelowermostpartofblacksoilwherecharcoa且

partic丑esbegantoincreasewas8640±35BP,thegrasslandthereseemedtobealmost10000

yearsoid｡
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微 粒 炭 分 析 か ら 見 た 阿 蘇 外 輪 山 の 草 原 の 起 源

○ 小 椋 純 一 (京 都 精 華 大 学 ･人 文 )･山 本 進 一 (名 古 屋 大 学

院 ･生 命 農 学 )｡池 田 晃 子 (名 古 屋 大 学 ｡年 代 測 定 セ ン タ ー )

阿 蘇 山 周 辺 は 今 日 の 日 本 で 最 大 の 草 原 が 見 ら れ る 地 域 で あ る が ､ そ

の 草 原 の 起 源 に つ い て は ま だ よ く 分 か っ て い な い ｡ そ の た め ､ こ こ で

は 阿 蘇 外 輪 山 の 北 部 に 位 置 す る 大 観 峰 北 東 約 500m の 地 点 で 採 取 し た

土 壌 試 料 に 含 ま れ る 微 粒 炭 の 量 や 形 態 を 調 べ ､ ま た 土 壌 の 年 代 測 定 を

行 う こ と に よ り ､ そ の 草 原 の 起 源 や 歴 史 を 検 討 し た ｡

具 体 的 な 方 法 と し て は ､ 工 事 法 面 の 上 部 か ら 下 方 170cm ま で の 土 壌 試

料 を 5cm ご と に 34点 採 取 し ､ そ の 試 料 の 半 分 (偶 数 番 号 の も の ) に つ

い て ､ そ れ ぞ れ 2cm3 を 花 粉 分 析 に 準 じ た 方 法 で 薬 品 処 理 を し て 微 粒 炭

を 抽 出 し た ｡ そ の 後 63pmの メ ッ シ ュ で 賄 い 分 け を し ､ 節 に 残 っ た 微 粒

炭 を 厚 紙 ｣とに 固 定 し て 金 属 顕 微 鏡 で 観 察 し た ｡ 金 属 顕 微 鏡 の 倍 率 は 400

倍 と し ､ 長 さ が 100〝m以 上 の 微 粒 炭 に つ い て ､ デ ジ タ ル カ メ ラ で 2倍

の ズ ー ム を 使 用 し て 順 次 50枚 撮 影 し た ｡ 撮 影 し た 微 粒 炭 は 各 試 料 ご と

に 形 態 分 類 を し ､ ど の よ う な タ イ プ の 微 粒 炭 が 各 層 に あ る か を 見 た ｡

一 方 ､ 土 壌 の 年 代 測 定 は ､ 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 総 合 研 究 セ ン タ ー の タ

ン デ ト ロ ン A M S に よ り 行 っ た ｡

そ の 結 果 ､ 各 試 料 に 含 ま れ る 微 粒 炭 の 起 源 の ほ と ん ど は 草 本 植 物 と

考 え ら れ ､ ま た そ の 形 態 が 比 較 的 単 純 に 分 類 で き る こ と か ら ､ も と の

草 本 植 生 は 比 較 的 単 純 な も の で あ っ た と 考 え ら れ る ｡ 一 方 ､ 微 粒 炭 が

多 く 出 現 し は じ め る 下 部 土 層 に お け る 14 C 年 代 は 8640± 35BPで あ っ た ｡

較 正 し た 暦 年 代 は 7726calBC～ 7724calBC(1.6%)､ 7710calBC～ 7701calBC(8.0%)､

7678calBC～ 7662calBC(15.1%)､ 7653calBC～ 7594calBC(75.4%)で あ る こ と か ら ､

当 該 地 の 草 原 植 生 は ､ お お よ そ 1 万 年 前 か ら 頻 繁 に 火 が 入 る こ と に よ

り維 持 さ れ て き た も の と 考 え ら れ る ｡
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